
〈１年以上支援を行っている災害〉

東日本大震災　

先般の東北地方太平洋沖地震で亡くなられた方々のご冥福を心
からお祈りするとともに、被災された方々に心からお見舞い申し
上げます。現地では時間の経過と共に、未曾有の広域的な被害
の状況が刻々と伝えられています。まさに国難と言える事態に
遭遇し、我が国を挙げて一日も早い救援、復興に総力を挙げて
取組むべきものと考えます。
東京２３特別区は、既に被災した友好交流都市等への救援物資
の搬送や被災地への専門職員の派遣準備をはじめ、さまざまな
支援活動を開始しておりますが、日頃東京の活動を支えていた
だいている被災地の窮状に鑑み、昨日の特別区長会総会におい
て、考えられる全ての支援協力を全力で行うことを申し合わせま

した。このため、今後、専門職員の派遣や救援物資の搬送等を
継続的に実施することはもとより、２３特別区共同で、１０億円
の義援金を拠出することを決定しました。
また、発電所の被災に伴い電力が大幅に不足する非常事態を踏
まえ、東京電力の「計画停電」への協力はもとより、２３特別
区全域で総力を挙げて節電対策に取組むことを確認しました。２
３特別区は、区民とともに、今後も国や東京都をはじめ、関係
機関と協力しながら、連携して被災地を全力で支える諸活動の
一翼を担ってまいります。
被災地の住民の皆さん、自治体各位におかれては、この危機を
乗り越えていただくようお祈りいたします。

【特別区長会会長声明】

東北地方太平洋沖地震への対応に関する声明

平成23年3月17日　　　特別区長会会長  多田 正見

東日本大震災への特別区の対応

③物資による支援（50県市町村）

※上表の他、マット、仮設トイレ、レインコート、自転車等の支援も実施しています。

※上記支援内容には、既に完了したもの、実施を予定しているものも含まれます。
各区の取り組み内容は、各区ホームページ等をご参照ください。

品目 数量
食糧類 主食類 289,164食

白米 11,471㎏
飲料水 104,451ℓ
その他 233,703食

乳幼児用品、
衛生用品等

粉ミルク 6,577缶
ほ乳びん 1,840本
タオル 62,933枚
マスク 706,468枚
生理用品 76,852個

防寒用品 毛布 25,633枚
ストーブ 652台
カイロ 36,329個

避難所用品 ブルーシート 4,809枚
簡易トイレ 8,819台
トイレットペーパー 18,841巻
カセットコンロ 117台
カセットガス 507個

燃料類 ガソリン 320ℓ
灯油 1,830ℓ

主な節電対策
庁舎内節電 1/2消灯、エレベータ・エスカレーター 1/2停止、

離席時PC停止、冷暖房停止、自販機休止

区立施設 全日・夜間休止、営業時間短縮、施設貸出中止、
運動施設のナイター照明運用停止、冷暖房停止

街路灯等 区道街路灯1/2消灯、公園の全照明消灯、
駅前広場照明の80％消灯、公園等の噴水停止

区民への周知 区HP、区報、防災行政無線、広報車、防犯パトロールカー、
CATVによる周知・節電要請

区民向け事業 イベント、催し物、講座等の中止・延期

団体への要請 商店会、民間マンション等への節電の要請

節電コンテスト実施 前年との電力使用料を比較し、削減率に応じて賞品を
進呈する節電マイレージコンテスト実施

令和5年4月1日現在

被災地への主な支援

①義援金

②職員の派遣（令和5年4月1日現在）

32県市町 ※その他、23区共同での義援金拠出

11人

派遣中
（a）

7,190人

既派遣職員数
（b）

0人

今後派遣予定数
（c）

7,201人

派遣数計（予定含む）
（a）+（b）+（c）

※滞在日数に係わらず従事した職員等の数（予定を含む）。

職員派遣先市町村
岩手県
宮古市
釜石市
大船渡市
一関市
大槌町

宮城県 福島県
福島市
相馬市
南相馬市
いわき市
浪江町

広野町
双葉町
楢葉町
富岡町

仙台市
気仙沼市
大崎市
石巻市
岩沼市

名取市
南三陸町
美里町
女川町
松島町

亘理町
山元町
七里ヶ浜町
角田市
東松島市

支援先自治体

市町村数

福島県
22

宮城県
18

岩手県
11

茨城県
7

栃木県
4青森県1

千葉県県1
新潟県1

被災者に対する主な直接支援
①避難所の提供 ：4,067名（37か所）※既終了
②避難住宅の提供 ：410戸（現在12戸）
③駐車場の提供 ：1,213台分 ※既終了


